
1 9 世紀前半にお け る ヴ ァ ンピリスムス

- E. T. A. ホ フ マ ンに見 る ポ リ ド リの影響 一

I .  ir-論 ー ヴ ァ ンパイ ア の概要 と 『 ヴァ ン ピ リ ス ム ス』 の先行研究

森 口 大 地

『 ヴァ ンパイ ア j l と い う 言葉を耳に した と き 、 人は何を思い浮かべ る だ ろ う か。 長身疲rm

で背 ざめたE買を し 、 JMいマ ン ト に身 を�む美 し い貴族、 ベ ラ ・ ル ゴシやク リ ス ト フ ァ ー ・ リ ー

が� じた、 20 世紀映繭に登場す る あのイ メ ー ジがni�裂 を よ ぎ る のではないだろ う か。 彼 ら は人

里離れた古城に住み、 美女の生き 血を吸い、 日 光を受けてf問 え る。 し か し 、 プラ ム ・ ス ト ーカ

ー （ 1 847・ 1 9 1 2） の 『 ド ラ キ ュ ラ （Dracula） 』 （ 1 897） に始ま る 、 今では当 た り 前 と な っ た ヴァ ン

パイ ア のイ メ ー ジは、 せいぜい 1 9 世紀以降に根づき 始めた も のであ り 、 それ以前の民間伝承

に基づく グ ァ ンパイア はもっ と土臭 く 、 醜い存在であ る。 彼ら は ヴ ァ ンパイア とい う よ りは、

む し ろ今でい う ゾ ン どに近かっ た。 そ の よ う な古い グァ ンパイ アか ら 新 し い グァ ンパイ アへの

転換は、 イ ギ リ ス の医者旅作家であ る ジ ョ ン ・ ポ リ ド リ （ 1 795・ 1 82 1 ） が苦手いた ー そ して 当 初

は ジ ョ ー ジ ・ ゴー ド ン ・ バイ ロ ン （ 1 788・ 1 824） の作 と 誤解 さ れた ー 『 ヴァ ンパイ ア （The

VampyreU ( 1 8 1 9） において な さ れる。 こ の作品は、 彼が主治医 を務めて いたパイ ロ ンのl析章を

下数 き に して議かれてい る。 こ こ において 、 一般的 に認知 さ れてい る 、 陰惨かっ知的に洗練 さ

れたイ メ ー ジ、 品感的かつ性的なイ メ ー ジ と 共に、 ヴァ ンパイ ア は初めて政放の身分を得る こ

と にな る のである。

以上の よ う に、 自 明で あ る と 忍われが ち な ヴ ァ ンパイ ア の イ メ ー ジは、 実際に は時代に よ っ

て．異なる。 よ っ て ヴァ ンパイ ア を研究対象 と して取 り 扱 う 場合、 それが指 し示す内容を定めて

お く 必要が あ る 。 そ も そ も 「 グァ ンパイ アj と い う 単絡が人 口 に始笑 し始めたのは 1 8 世紀に入

本稿では以下のl仮を使用 し、 ポ リ ド リ の 『 ヴァ ンパイ ア』 に関 しては略号 「PJ 、 ホ フ マ ンの 『 ヴ ァ ン
ピ リ ス ム ス』 に11>11 して は青島号 「HJ を用い、 本文中の括弧内 に頁数のみを示す。 Hollmann, E. T. A.: 
Vampyrismus. In;  Ders.: Sl/111tlicl1e Werke. Bd. 4. Hg. v. Hartmut Steinecke und Wulf  Segebrccht u. a. Frankfurt 
am Main 200 1 ,  S. 1 1 1 3・ 1 1 35; Polidori, John: TI1c Vampyre. In: Baldick, Chris I Morrison, Robert (eds.): The 
I色mpyre and Oilier Tales oflhe Macab即. Oxford 1 997, pp. 3-23. 

I f ヴァ ンパイ ア （vampire) J は英語であ り 、 ドイ ツ務では 「 ヴァ ン ピーア （Vampir) J と な る が 、 日
本ITltにおいて、 f ヴァ ンパイ アj と い う lliaztが浸透 し て い る た め、 本摘では｛東宜上 こ ち ら を用 い る 。 ま
1こ、 後に触れ る が 、 ilii時代においては、 彼 ら は必ず し も 1!11を吸 う 存在ではないため、 『！！＆fill鬼J と い う
訳�mま使用 しない．
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っ て か ら であ り 、 それ以前には、 後 に言言及する が 、 全 く 異 な っ た存在が グ ァ ンパイ ア た り えた。

では、 こ の単語は ど こ か らやっ て き たのだろ う か。 al:i-i!filに関 し て は諸説あ る が、 言語学者の フ

ラ ン ツ ・ ミ ク ロ シ ッ チは 『ス ラ グ話語源辞書』 において ト ルコ務自来税を唱 えてお り 、 北部 ト

ル コ 語で f魔女J を意味す る uber が後 に ス ラ グ穏に入 っ て い っ た のだ と い う 。 2 民俗学者の ヨ

ー ゼ フ ・ ク ラ ッ パー は ポー ラ ン ド諮由 来説 を支持 し て お り 、 r � を備 え る 」 と い う ！fVJ翻 の

upierzyc と 「認を持つ幽霊j と い う 窓味の upior を 引 き 合いに出 し て い る。 3 も っ と も 、 彼は ヴ

ア ンパイ ア と い う 呼称の代わ り と して 「審 を なす死者 （schlidigcnde Tote) J を使用 し て い る 。 な

ぜな ら 、 グ ァ ンパイ ア伝承の あ る 土地に よ っ て 呼び方やそ の習性が異な る か ら で あ る。 例 え ば、

バルカ ン半島では vukodlak4 と い う 単語が用 い られて い る 。 一方で、 現在の血を吸 う 不死者 と し

ての グァ ンパイ ア を指す言葉 と して 「 グァ ンパイ アJ と い う 単語が用 い られ始めたのは、 比較

的最近である。 フ ラ ンス では 1 694 年の 『メ Jレキ ュ ール ・ ガ ラ ン』 紙に、 ロ シア と ポー ラ ン ドの

血 を 吸 う 不死者について、 当 地ではその よ う な存在 を グァ ンパイ ア と 呼ぶ と い う 記事が掲載 さ

れてお り 、 ドイ ツ では、 パ／レカ ン半島の グァ ンパイ ア事件について触れた 1 732 年の論文で使

用 さ れた のが最初であ る と ク ラ ウ ス ・ フ ェルカ ー は述べ る。 5 こ う した流れを受 け て 、 今では

グァ ンパイ ア と いえ ば 「吸血鬼」 と b 、 う 訳語が想起 さ れる ので あ る 。

実際、 文学研究者の ク レ メ ンス ・ ／レ ト ナーは、 ヴ ァ ンパイ アの定義が慨 して f生け る屍、 不

死者であ る こ と J と 『血告と吸 う た め に生者を襲 う こ と 」 の二つに集中 して い る と 指摘 して い る。

ま たそれを受 けて、 グァ ンパイ ア を 『神話にお け る 原 グ ァ ンパイ アJ 、 『歴史的 な事件 と して

の グァ ンパイ アj 、 f文化や政治におけ る 比四散 と し て の グァ ンパイ ア」 、 『文学の登場人物 と

し て の グ ァ ンパイ ア J 、 「｜決繭にお け る ヴ ァ ンパイ ア 」 、 「テ レ ピゲー ムや漫闘な ど にお け る

グァ ンパイ アj に分類 し 、 ヴ ァ ンパイ アを取 り あ げ る l擦 に は どの グ ァ ンパイ ア を 対象 と す る か

判断せねばな ら ない と 述べて い る 。 6 グ ァ ンパイ ア が不死者であ る こ と は どの研究文献におい

て も基本的に一致 し て い る が 、 一般の理解 と は異な り 、 彼 ら は必ず し も 血を吸 う 存在ではな く 、

時代に よ っ てそ の定義に差異が あ る 。 そ こ で、 本稿ではク ラ ッパーに な ら っ て、 （生者を何 ら か

2 Vgl. Art. ,,vampi而“. In: Miklosich, Fra氾： Etymo/ogisc/1田 Wiirterb11cl1 der slavischen Sprac!te11. Wie日 1886, S.
374f. 
3 Vgl . Klapper, Josef: Die schlesischen Geschichten von den schildigenden Toten. In: Siebs, The田！or (Hg.): 
Mi1teilu11g酎1 der sch／，町ische11 Gesellsc/1aji fiir めlksk1111de. Bd. XI. Breslau 1909, S. 58・93, bier S. 62f. 
4 こ れは 「狼の皮j あ る いは 「人狼J と 釈す こ と ができ る。 も ち ろ ん 、 一般的には人狼 と ヴァ ンパイ
アは区別 さ れ る が 、 パルカ ン地方では し ば し ば両者が結びつけ られる こ と が あ る。 Vgl. Stunn, Dieter I 
Vtllkcr, Klaus (Hg.): Von de11e11 陥mpi，即H oder ルた，1Sc/tensa11gem. Frankfurt am Main 1 994 [ 1 968], S. 506； 種
村挙弘 『吸血鬼幻怨日 河出勤JJHrrf.上 1983 年、 38～39 頁。 2 1 ill：紀においてはステ フ ァ ニー ・ マイ ヤー
の小説 『 ト ワ イ ラ イ ト』 四郎作の よ う に、 グァ ンパイ ア と 人狼が対梅の有4 と して拙かれる こ と も あ
る 。 Vgl. Schwagmeier, Uwe: Werwolf. In: Brittnacher, Hans Richa吋 I May, Markus (Hg.): Pha11tastik Ei11 
i11/erdis::ipli11tlres Ha11dbuch目 Stullgart / Weimar 20 1 3 ,  S. 500引 0, hier S. 500. 
s Vgl. Stunn I VOiker, S. 506. 
6 Vgl. Rutlmer, Clemens: Vampir. In: Brittnachcr I May, S. 493・500, bier S. 493f. 
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の形で｛怨つけ る 不死者〉 と い う 定縫を ヴ ァ ンパイ ア の超時代的な共通項 と し て使用する。 ま た 、

本稿のFflii命では ヴァ ンパイ ア ・ イ メ ー ジの歴史的変遜に注 目 する た め、 以下では特に f神話lこ

お け る ヴ ァ ンパイ ア J 、 「歴史的な事件 と しての グ ァ ンパイ ア」 、 「文学の主主場人物 と し ての

グア ンパイ ア J についてル ト ナーやその他の文献を適玄参照 し なが ら 、 ヴァ ンパイ ア ・ イ メ ー

ジの歴史的変遷を概観 してい く 。

それでは、 まず神話の時代に ま で歴史を遡る こ と に し よ う 。 神話に お け る ヴァ ンパイ ア の原

裂 と して よ く 雷及 さ れる のは、 リ リ ト 、 ラ ミ ア 、 エムプーサである。 リ リ ト は元来、 古代シ ュ

メ ーノレ神話の翼を持つ女神 に ま で遡 り 、 ユ ダヤ教においてはア ダムの最初の安で も あ る。 彼へ

の不服従の罪か ら彼女はエ フ ァ に取っ て代わ られ、 地獄に堕ちて子供を殺す悪魔 と 化す。 ラ ミ

ア は ギ リ シャ神話に登場する ゼ ウ ス の愛人であ り 、 ゼ ウ ス の裂で あ る ヘ ラ に よ っ て子供を殺 さ

れ、 その苦 しみか ら 子供を食い殺す怪物に変身する。 エ ム プーサはア リ ス ト フ ァ ネ ス やフ ィ ロ

ス ト ラ ト ス の作品 に登場する怪物で、 美 し い女性の姿を し て い る が、 献に変身す る こ と が でき 、

旅人を待ち伏せてそ の血をすする。 た だ、 こ れ ら の存在は悪魔であ り 、 生け る屍ではない。 ま

た、 必ず し も血を吸 う わけ で も ない。

彼 ら よ り も さ ら に ヴア ンパイ ア に 近 しいのは、 ペス ト が箆延 した時代に登場 し た 、 ドイ ツ の

「後で食る者／ナーハ ツ z ー ラ ー （Nachzehrer) J であ る と ノレ ト ナー は述べる 。 ？ ナーハ ツ エ ー

ラ ー と は狸葬 さ れた死体であ り 、 自 分の屍衣、 あ る いは体の一部を噛み、 その作用 で生者、 特

に 自 ら の近親者に 死 を も た ら す存在で あ る 。 つ ま り 惑か ら 出 る こ と はな く 、 吸血 と も 無縁であ

る 。 彼 ら は 「接吻す る 死者／ ト ーテ ン キ ュ ッ サー （TotenkUsscr) J 、 ri氏め死人／ ドーデ レカー

(Dodcleker I Dodelcckcr) J 、 『渇望す る 喉／ギア ラ ッ ハ （Gicrrach) ／坪アハJレス （Gierhals) J な

どの名 で呼ばれる こ と も あ る。 14 世紀の ドイ ツ では多 く の蘇る 死者の事例が報告 されてお り 、

彼 ら はi託族であ る 必要はなか っ た。 シュ レー ジエンでは長い間ナーハツ エ ー ラ ー に隠する 迷信

が根強 く 残っ てお り 、 人々 は巡の 中 で死者が何かを繍む音を聞いた と い う 。 8

よ り 時代の下っ た 1 8 世紀では、 現在のイ メ ｝ ジに近い ヴァ ンパイ ア を確認する こ と ができ る 。

当時、 ヨ ー ロ ッパではこつの ヴァ ンパイ ア事件に よ っ て ヴァ ンパイ ア旋風が巻 き 起 こ っ て いた。

一つ 自 の事｛q:は 1 727 年に現セル ピア の キ ソ ロ ヴァ と い う 村で、 二つ 目 の事件は同年に 向 じ く

現セJレ ピア の メ ド グェ ギア と い う 村で発生 し て い る 。 前者ではベー タ ー ・ プロ ゴ ヨ ヴ ィ ッ ツ と

い う 人物が、 後者ではアル ノ ル ト ・ パ ウ ノレ と い う 人物が グァ ンパイ ア だ と みな さ れたのであ る 。

プ ロ ゴ ヨ ヴィ ッ ツの事件では、 村人た ち は死後 に蘇っ た彼に血を吸われた と 訴え 、 病にかか り

死んでい っ た。 パ ウ ルのlJ�件において も 、 諮か ら符ーっ て歩き 回 る彼を 白 悠 し た村人が こ の世を

去 っ た。 パ ウ ノレの遺体は、 死後、 長時間が経過 し てい る に も かかわ らず腐敗 してお ら ず、 突き

1 Vgl. ebd, S .  494. 

8 Vgl. Sturm I VOiker, S. 5 1 5侃
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刺 した と き に血が大量に あふれ出 した と い う 。 主書籍化 さ れたパ ク ノレの事件は 1732 年の ラ イ プ

ツ ィ ヒ で開催 さ れた議籍見本市でベス ト セ ラ ー と な っ た。 ’ ま た 19 i!t紀後半に刊行 されていた

ドイ ツ の家族向 け雑誌 『東屋 （Die Ga巾nlaube） 』 に グァ ンパイ ア についての記事が掲載 さ れて

い る が、 そ こ で も こ れ ら の事件について言及 怠 れてお り 、 そ の影響の大 き さ を窺い知 る こ と が

でき る。 10 両事件に登濁する グァ ンパイ ア は 、 死後に さ ま よ い歩き 、 血を吸 う と い う 点 におい

て 、 一般に想起 さ れる グ ァ ンパイ ア と ほ と ん ど差がない。 ただ一つ異 な る の は、 彼 ら が鈴族で

も 誘惑者で も ない と い う 点である。 そ う したイ メ ージは前述 した よ う に、 ポ り ド リ の 『 グ ァ ン

パイ ア』 に端を発する のだが、 ヨ ー ロ ッ パ 中 に広ま り ヴア ンパイ ア紛争を 巻 き 起 こ した プ ロ ゴ

ヨ グィ ッ ツ と パ ウ ルの事件 も 、 現裂の グァ ンパイ ア ・ イ メ ージ形成に多大な貢献を している と

言っ て も過言ではない。

さ て 、 こ れま で ヴァ ンパイ ア の歴史を簡単に追 っ て き たが、 ドイ ツ 文学において ヴ ァ ンパイ

ア は どの よ う に変遷 して き たのだろ う か。 ヴ ァ ンパイ ア と 聞 い て真っ先に思い浮かぶ名 前が、

英文学作品 『 ドラ キ ュ ラ 』 に盛場す る I＂＇ ラ キ ュ ラ 伯爵であ る よ う に、 グァ ンパイ ア と ドイ ツ文

学を結びつ け て考 え る こ と は一般的 に少な い と 言 っ て よ い。 し か し、 それでは ドイ ツ文学に ヴ

ァ ンパイ アが存在 し な い か と い う と 、 決 して そ の よ う な こ と はない。 ドイ ツ にお け る 最初の グ

ア ンパイ ア作品は、 レ ッ シ ン グの友人であ っ たハイ ン リ ヒ ・ ア ウ グス ト ・ オ ッ セ ン フ エルグー

の 『我が愛 しの娘は忠、 う （Mein licbcs M!lgdchcn glaubct） 』 （ 1 748） であ る と される。 こ の作品 は

母の言いつ け を守る 貞淑な娘を、 酒の力 を借 り て手篭めに し よ う と す る 「私j の物語であ り 、

性的暴力 の 問、除 と し て ヴ ァ ンパイ ア が用 い ら れて い る 。 I I ま た 、 1 774 年には ゴ ッ ト フ リ ー

ト ・ ア ウ グス ト ・ ピユ／レガーのパラ ッ ド 『 レ ノ ー レ （Lenore） 』 が登場する。 こ れは蘇っ た死者

が 、 自 ら の 震 の た め に 、 あ る 女性 を 花線 と して 惑にiiliれ去 る と い う 内 容 で あ る 。 12 そ し て

1 797 年 一 ち ょ う ど 『 ド ラ キ ュ ラ 』 の百年前 ー に、 ゲーテ の 『 コ リ ン ト の花嫁 （Die Brat』t von 

9 Cf. Melton, J. Gordon: The vampire book. The encyclopedia of the 1mdead. Detroit 201 1 ,  p. 285. なお、 こ の
こつの�JHtj:の詳細については以下を著書J!I日。 Ibid., pp. 521 f., 530f. メ ル ト ンはプロ ゴ ヨ ゲイ ツ ツ の死 と パ
ウルの死が 1 727 年であ る と 記述 して い る が 、 フ ェルカ ーやル ト ナーはプロ ゴ ヨ グィ ッ ツ の事件が 1 725
年、 パ ウルの�l�件が 1732 ipであ る と 述べてお り 、 年代情報に削阪があ る 。 Vgl. Sturrn / V品Iker, S. 5 1 9; 
Rutlmer, S. 494. メ ル ト ンの文献を見るに、 恐 ら く オース ト リ ア皇子甘か ら 制査を依航された医師、 ヨ ハ
ネス ・ フル ッ キ ンガーに よ る 、 1 732 年に出版 さ れたパ ウル事件の報告書のためではないか と 思われる。
パ ウルの事ftiユが処理 された後 も 、 173 1 年に同 じ村で ミ ロ と い う 男性によ る グァ ンパイ ア�JHt！：が発生 し
てお り 、 彼はパ ウルの影響のために ヴァ ンパイ ア になっ た と さ れて い る 。 フ ェJレカ ー ら は、 そ の河�J�
f!I=を ま と めてパ ウ Jレ＇.！Jt件 と 認織 して い る のであ る う ＠ ただ、 プ ロ ゴ ヨ グィ ッ ツの＊f牛にl品］ しでは、 2宇
和lは不明であ る が 、 も ち ろんメ ル ト ンが絞っ て い る 可能性 も排除でき なb 、
10 Vgl. Sterne, Carns: Der Vampir-Schreckcn im neunzclmten J山rhundert. In: Keil, Ernst (Hg.): Die 
Garte11/a11be. lllustrines Fa111ilie11blat1. Jahrgang 1 873 . Heft 34, S. 555-558; Heft 35, S. 569-57 1 ,  hier S. 570; 
Heft 37, S. 598・600.
11 Vgl. Ruthner, S. 495. 
ii Vgl. ebd. 
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Kori nth） 』 が出版 される。 あ る 若者 と 結婚の約束を して いた花嫁は、 彼の到着前に同級の家で死

んで しま う が、 夜に な る と 蘇 っ た彼女が若者を訪れ、 二人は愛の行為 に及ぶ。 母親が駆けつけ

た と き には既に手遅れであ り 、 若者は死ぬ運命 に あ る。 花嫁は 自 ら を焼 く よ う 母親に願い 、 花

嫁 と 若者lま炎の 中 で神々 の も と へ参 じ る の で あ る 。 13 こ れ ら は餓文作品だが、 散文作品 と して

はイ グナーツ ・ フ ェルデ ィ ナ ン ト ・ アル ノ ル ト の 『 ヴア ンパイ ア （Der Vampir） 』 ( 1 80 1 ） が最初

で あ る と さ れて い る。 こ れは同時代の滋評やカ タ ロ グな ど に タ イ ト ノレが搭載 さ れて い る が 、 残

念なが ら 作品 自 体は現存 しない. 14 

そ の 他 の散文作品 に お い て 特 に 注 g すべ き は 、 後 期 ロ マ ン主義作家 E. 工 A. ホ フ マ ン

( 1 776-1 822） の 『ゼ ラ ー ピオン同人;!I� (Die Serapionsbriider） 』 （ 1 8 1 9- 1 82 1 ) に収 め られた 『 ヴ

ア ン ピ リ ス ム ス 15 (Vampyrismus） 』 ( 1 82 1 ） である。 1放文作品かつ ドイ ツ文学にお け る最古の ヴ

ァ ンパイ ア小説のひ と つに数え ら れ る こ と か ら 、 1 6 本稿では こ の作品が分析対象 と な る 。 『 グァ

ン ピ リ ス ム ス 』 は化 け物染みた振る 舞いをす る 女性を中 心に展開 さ れ る 物語であ る が 、 ヴ ァ ン

パイ ア研究において も ホ フ マ ン研究において も 、 こ れま でほ と ん ど注 目 さ れ る こ と はなかっ た。

こ の作品全取 り 扱 っ てい る 論文 と し て は フ ュ ー マ ン （ 1 979） 、 グス タ フ ソ ン （ 1999） 、 アル ノ

ー ＝ ド ・ シ ミ ニー （2005） 、 バルク ホ フ （2008） 、 ヘルマ ン （2008） 、 ズュ ッ タ リ ン （20 1 1 ） 、

f{!Jj: (20 1 4） が挙げ ら れる。 ロ フ ュ ー マ ン は 「貌子J と い う 関係に注 目 し な が ら 作品 を 分析 し

13  Vgl. ebd. 
1 4 Cf. Melton, p. 286. 
IS 「 ヴァ ン ピ リ ス ム ス 1 と い う lj!.fili'は静設 を 引 く と 、 f ヴ ア ンパイ ア伶仰j 、 あ る b 、は 「サデイ ズムや

Jf!Lに対する性的欲求のー形態j と さ れてい る が 、 一義的に釈すこ と が難 しいため、 本稿では 『 ヴァ ン
ピ リ ス ムスJ と い う ljiilltをそのま ま 用 い る . Vgl. Art. ”V:impirismus". In: Brocklraus-IValwig. Deutsclies 
II匂＇rterb11cl1 in sec/rs Bii11de11. Bd. 6. Stuttgart 1984, S. 457. 
16 ドイ ツ の グァ ンパイ ア ！If<文作品 に！民l し て は 、 『 グ ァ ン ピ リ ス ム ス 』 以前に はアルノ ル ト の作品以外
に、 『ヴァ ンパイ ア 、 ク ロ アチアの尖 しい花嫁 と のJflLの�＼�礼 （Der Vampyr oder die blut ige Hochzcit mil der 
sci必nen Kroatin; cine sondcrbare Geschichtc vom bllhmischen Wiesenpatcr） 』 （ 1 8 1 2） が有指す る のみであ る 。
Cf. Melton, p .  286. 
口 Vgl. F!lhmann, Franz: Fraulein I告ronika Pa11/111a1111 t111s den Piri悶er I 0rstadt ode1・ EMas 11ber dos 
Scha11erlicl1e bei E. T. A. Hoffhia1111. Rostock 1 979, hicr S .  9 1 -98; Gustafson, Susan E.： 百1e cadaverous bodies of 
vampiric mothers and the genealogy of pathology in E. T. A. Ho汀mann's tales. In: German L件 。，rd lel/ers 52 
( 1999), pp. 238-54; Arnold-de Simine, Silke: Wiederg1ingcrischc Texte. Die intertexluelle Vemetzung des 
Vampirmotivs in E. T. A目 Ho汀manns ”Vampirismus"-Geschichte ( 1 82 1 ). In: Bertsehik. Julia I Tuczay, Chris l a 
Agn白 （Hg. Poetische lf'iede1苫li11ge，目 TUbin畠er』 2005, s. 1 29・145; Barkhofi; J!lrgcn: Vampirismus und 
Mesmerismus. Parasittlr-fluidale Kommuniknlion im Vergleich. In: Begemann, Christian I Herrmann, Britta I 
Neumeyer, Har百Id (I lg.): Dracula 1111bo1111d. Freibu弔 i. Br. I Berl in I Wien 2008, S. 75-97; Herrmann, Britta: 
Buchstabcn sind Vampi問. Zur Poetik des Unloten (Herder, Hoffmann, Eichendorfl). In: Begemann I Herrmann I 
Neumeyer, S. 1 4 1 ・ 1 62; SUtterlin, Nicole A.: Uberschreitungcn. Zur (De)Figuration des ＼ゐmpirs in E. T. A. 
Hoffmanns Vampyrismus・E回ihlung. In: Nielaba, Daniel MUiier I Schumacher, Yves I Steier, Christoph (Hg.): 

Figur · Figura ・ Figuralio11: E.‘ T. A. Hojji11a1111. WUロbu屯 201 1 , s. 1 87羽I ; f(!jj:f1j1治 rf.•Y'i！！＇ グの匙加減 －
E ・ T • A ホ フ マ ンの吸血鬼将 f ヴァ ン ピ リ ス ム ス J ( 1 82 1 )  J ： 岩波t書店 r文学』 1 5 巻、 4 号 （20 1 4 ！問 、
1 79-192 頁所収． なお、 『 ヴァ ン ピ リ ス ム ス』 の先行研究 と して は次の論文も存在する が、 米見のため
に 本 稿 で は 割 愛 す る 。 Vgl. Kolke, Inge: ,,Aus den Grllbem zerrst du dcine Atzung, teunischcs 

Weib！“ Verwesung als strukturbildendes Element in E. T. A. Hoffmanns I伽rpir加山s・Geschichte. In: 
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て お り 、 グス タ フ ソ ンは 当 時の精神医学言説に基づいた総 を展開 している． アル ノ ー＝ ド ・ シ

ミ ニーはジェ ン ダー的観点を取 り 入れ、 パルク ホ フ は人聞 の行動の異常性か ら恐怖物語を蒋解

釈する 可能性を こ の物語に見ている． へJレ7 ンは説者の心理lこ影響を与 え よ う と す る ホ フ マ ン

の詩学に関巡づけて論 じる． ズュ ッ タ リ ンは諮 り の レベルの混交 と グ ァ ンパイ ア の越境性に注

目 した分析を行い、 亀井は枠物語について考窮 しなが ら ゼ ラ ー ピオン原理IB に照 ら し合わせて

作品を読んでいる。

へ／レマ ン、 バルク ホ フ 、 亀井な ど、 ホ フ マ ン の詩学に注 目 した論文はあ る も のの、 先行研究

の どれもが 同時代の グァ ンパイ ア ・ イ メ ー ジや、 グァ ンパイ ア の歴史的文脈に却 した議論を展

開 して い な い よ う に思われる． 本稿は 『 グ ァ ン ピ リ ス ム ス』 におけ る ホ フ マ ンの意図 を 、 当 時

の グァ ンパイ ア ・ イ メ ー ジを考慮 しつつ論ずる も のである． 『 グ ァ ン ピ リ ス ム ス』 においては血

を吸 う 生き た屍 と しての グ ア ンパイ ア は登場せず、 代わ り に ア ウ レー リ エ と い う 生き た女性が

釜拐する と い う 点が よ く 指摘される． 円 も ち ろんそれは事実では あ る が、 では グァ ンパイ ア に

通ずる要素は微塵 も 見 られないのだろ う か。 当 時の批評家 コ ン ラ ー ト ・ シュ グz ン ク が こ の作

品 を 「 ヴァ ンパイ ア物語j と 呼ぴ表 して い る と い う 事実は一考に値する. 20 ま た、 後に鮮． し く

分析す る が 、 作中 に霊場・する f見知 ら ぬ男 （der Fremde) J (H 1 1 26） にはそ う した要繋が礎認で

き る ． 彼は、 同時代において特に露宴な グァ ンパイ ア作品であ る ポ リ ド リ の 『 グ ァ ンパイ ア』

に霊場ーする グァ ンパイ ア 、 ／レス グン卿 と 極めて近い存在なのである。 確かに先行研究に も 『 グ

ア ンパイ ア』 への雷及は あ る が 、 二人の登場人物の比較はほ と ん どな さ れて い な い。 こ れ も ま

た、 重大な欠落である と 恩われる。 当 時、 ポ リ ド リ の作品 の影響は大き く 、 『 グ ァ ン ピ ジ ス ム

ス 』 の枠物語に も 『 グ ァ ンパイ ア』 への言及が見 ら れる た め、 同年代に執筆 された 『 グァ ン ピ

リ ス ム ス 』 を分析する 上でそれを見過 ごす こ と はでき ない。

そ こ で、 本稿ではホ フマ ンの 『 グァ ン ピ リ ス ム ス 』 を 、 ポ リ ド リ の 『 グ ア ンパイ ア 』 と 比較

Mit1ei/imge11 der E. T. A. Hoff11101111・Gesel/schofl 33 ( 1 987), S. 3449. 
II 『ゼ ラ ー ピオン閑人総』 のゼ ラ ー ピホン会員たちは、 物語を彼S草する 際の越継 と して、 各々 のmi·が
こ の原理IHこ民・かれていな ければな ら ない と した． ゼ ラ ー ピオン原理は ホ フ マ ン研究において長 ら く 議
論 さ れて き たfil援な概念であ り 、 簡潔に説明 でき る も のではないた め、 こ の原理の名 づけ貌で あ る ロ
ータルによ る 取 り 決めを引用 しておく ． 「各h が発袋 し よ う と 企て た も の を公にす る 前に、 実際にそれ
を見たのかど う かを ち ゃ ん と 確かめ る こ と に し よ う ． 少な く と も 、 自 分の内に生 じた心象を 、 形態、
色彩、 光、 陰影に よ っ て き ちん と 把握 し よ う と 努め、 それか ら 、 それに よ っ て架線に 自 分に火がつい
た よ う に感 じた ら 、 その描写を外の世界に持ち出すよ う に、 真剣iに励む こ と に し よ う け （H 69） 詳 し
く は全線の波紋 （H 1 244耐 を参照．
19 Vgl. B釘khoff, S. 80; f(l�j:, 1 8 1 頁．
20 Vgl. Schwenck, Konrad: Ueber E. T. W. Hoffmann's Schriften. In: Hem即 oder krilisches Johrbuch der 
lile1'Dt11r. Drittes Stuck tllr das Jahr 1 823. Nr. XIX der ganzen Folge (1 823), S. SO・1 43, hier S. 1 25 . 後に詳 し く
言及す る が 、 『 グ ァ ン ピ 日 ス ム ス』 の枠物語ではゼ ラ ー ピオン会員た ち に よ っ て ヴァ ンパイ ア談義がな
さ れている． つま り 、 シュ ヴエ ン タ が 『 ヴァ ン ピ P ス ムス』 の内容のためではな く 、 仲物語のために
『 グァ ンパイ ア物語J と い う 呼称を用いた可能性が あ る こ と は注意 しな く てはな ら なb 、 注 42 も 参！被．
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し な が ら論 じ 、 『 ヴァ ン ピ リ ス ムス』 に ヴ ァ ンパイ ア が錨かれて い る か密かを検討する 。 ま た 、

『 グァ ン ピ リ ス ム ス』 におけ る ポ リ ド リ の影響を 考察す る こ と で、 こ の作品 を執� し た ホ フ マ

ンの意図 を 、 グァ ンパイ ア と い う モチー フ に 即 し て解釈する こ と を 目 的 と す る。

2・ ） . ポ リ ド り の 『 グァ ンパイ ア』 誕生 ま で

『 グァ ン ピ リ ス ム ス 』 の分析に 入 る 前に 、 まずはポ リ ド リ と その作品 に ついて概観 し てお く 。

ジ ョ ン ・ ポ リ ド リ はイ タ リ ア の家系出身であ り 、 祖父の ア ゴス テ ィ ー ノ は ピサ近郊に住む医者

�（E詩人で あ っ た。 彼｛ま 『骨学 （Osteologia） 』 と い う 人骨についての奇妙な詩を 1 763 年に出版 し

て い る。 ア ゴス テ ィ ー ノ にはルイ ー ジ と ガヱ タ ー ノ と い う 忠、子がお り 、 ルイ ー ジはア レ ッ ツ ォ

でチフ ス研究の権威 と な る。 ガエ タ ー ノ は法律の勉強を し 、 悲劇作家 グ ィ ッ ト ー リ オ ・ アノレフ

イ エー リ の秘設 と して働 き 、 最終的 にはイ タ リ ア務の教師 と してイ ギ リ ス に移 り 住んだ。 そ の

長男 が ジ ョ ン ・ ウ ィ リ ア ム ・ ポ リ ド リ であ る 。 彼は祖父 と 同 じ く 医者で あ り 、 同時に作家、 詩

人 で も あ っ た。 25 放の若 さ で 自 殺する 前は父親の よ う に法律 も 学んでいた。 21 しか し、 パイ

ロ ン と 出会っ た と き の彼は医者であ っ た。 当時、 パイ ロ ンは梢神的 に も 肉体的lこ も 変調を き た

し て いた。 これには幾分かパイ ロ ン夫人の誇張 も含まれていた と 考え られて い る が、 彼女が狂

気 と みな した も の は下剤の乱用や強迫的な摂食、 ア ル コ ールに よ っ て 引 き 起 こ さ れた も の であ

っ た。 それゆ え に彼女の侍医であ る ル ・ 7 ン も 肝臓の病気がパイ ロ ンのJI討 に影響を与えて い る

と みな してお り 、 パイ ロ ンが狂気に陥 っ た と い う 見解は夫人だけのもの ではなか っ た。 友人の

ホ プハ ウ ス に よ る と 、 彼lま焚族の ロ ープに身を包んで威張 り く さ っ て 歩 き 、 ま る でナポ レ オン

の よ う な話 しぶ り だっ た と い う 。 こ う した事f育 も あ り 、 パイ ロ ンがイ ギ リ ス を陥れて旅をする

際 に 医者を述れて い く のは極めて 自 然な こ と だ っ た。 パイ ロ ンが侍医に ポ リ ド リ を選んだ理由

と して は 、 下完ljの乱用 に よ っ て苦 し んでいた彼 を治療 した ウ ィ リ ア ム ・ ナイ ト ン卿の推粥が挙

げ ら れて い る 。 22

こ う し てポ リ iど り はパイ ロ ンに付 き 添 う こ と にな っ た。 二人はベルギーのオス テ ン ドか ら ヨ

ー ロ ッ パ大陸に入 札 それか ら ジ ュ ネ ー ヴを 目 指 し た。 パイ ロ ンはそ こ でホ プハ ウ ス と 合流 し 、

彼 と イ タ リ ア へ肉 か う つ も り だっ たのであ るロ ロ ン ド ン を発つ前か ら親 し く 手紙でや り と り を

して いたパイ ロ ンの 当 時の愛人、 ク レール ・ ク レ ア モ ン も そ こ で加わる こ と に な っ て いた。 彼

女は詩人パー シー ・ シエ リ ー と 後姉の メ ア リ ー ・ ゴ ド ウ ィ ン と 旅行中であっ た。 ホ プノ、 ウ ス を

除いた彼 ら こ そが、 後の 1 8 1 6 年に レマ ン湖のデ ィ オダテ ィ 設で共に怪談話に興 じ る メ ンバー

で あ っ た。 ドイ ツ の幽童生物語を筑んでいた彼 ら の間で、 戯れに各 々 似た よ う な絡を容いてみよ

2 I  Cf. Macdonald, D. L. : Poor Polidori. A Critical Biography of/he Alllhor of Tire I·伽1pyre. Toronto I Buffalo I 
London 1 99 1 ,  p. 3. 
22 Cf. ibid., pp. 531f. 
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う と い う 話・が持ち上がる が 、 こ の競技会か ら生まれたのが、 かの有名 な メ ア ロ ー ・ ゴ ド ク イ ン

の 『フ ラ ンケ ン シ ュ タ イ ン （Frankenstein; or， τl1e Modern Prometheus） 』 （ 1 8 1 8) 23 であ り 、 ポ リ

ド リ の『グァ ンパイ ア』なのであ る． 実はパイ ロ ン も こ の集いで『ダー グェル （Augustus Darvell） 』

( 1 8 16） ” と い う 断章を残 してお り 、 ポ リ ド 日 の作品はそれを 下敷 き に して脅かれてい る．

以下で 『 グ ア ンパイ ア』 の あ らす じ を簡単に確認 してお く ， 脅年オープ レイ は ロ ン ド ンで謎

め いた紳士ルス グン』僻5 に出会い、 旅の同行を許可 溢れる． しか し、 行 く 先々 での卿の堕落 し

た振る舞いに嫌気が さ したオープ レイ は、 卿 と 別れて一人ギ リ シャ に向 か う ． 現地の｛主人に宿

を借 り たオープ レイ はイ ヤ ンテ と い う 美 しい少女 と 出会い、 そ の純真 さ に心を慈かれ る． 彼女

と の揺は楽 しかっ たが、 あ る と き グ ア ンパイ ア が実在する と い う 話を 開 き 、 その説明 にルス グ

ン鼎lを担、わせる と こ ろがあっ たため、 表面上では笑い飛ば しなが ら も 、 彼は背 中 に冷た い も の

を感 じる． あ る 日 、 オープ レイ は遺跡を見に行こ う と して道を尋ね る が 、 そ の途中 に は ヴァ ン

パイ アが出 る森が あ り 、 日 暮れま でに帰っ て こ ない と 襲われて しま う と 警告 される． 話半分に

し か聞いていなかっ たオープ レイ は時間 を忘れて遺跡を散策 し 、 夜にな っ てか ら 森を遇っ て帰

ろ う と したため、 何者かに襲われる． しか し、 捜＊’に来た村人たちの灯 り のおかげで襲験者は

逃亡 し、 オープ レイ は一命を取 り と めた． 村人た ち の手で遮ばれて い く 際に、 彼 は 自 分を追っ

て き たイ ヤ ンテ が ヴア ンパイ アの犠牲になった こ と を知 る． 辛 う じて生き 延びた オープ レイ も

高熱で苦 しむが、 そ こ にルス グン卿が現れ、 彼を看病するa 卿に対す る｛蓄額を回復 したオープ

レイ は彼 と 再び旅を統 け る が 、 あ る 渓谷で目白に襲われ、 卿が倒れる。 彼は自 分の生前の所撲を

口 に しな い よ う にオープ レイ に替わせ、 命 を務 と す． オー プ レイ はイ ギ リ ス に戻 っ たが、 あ る

日 、 死んだはずのルス グン卿の姿を見て 、 彼が グァ ンパイ ア だ と 磁備する． 容いのために卿の

正体を 口 外で き ず、 ヴ ァ ンパイ アが身近にい る た め に気が気でないオープ レイ は次第に機体 し

て い く ． さ ら に、 いつの間にヵνレス グンは偽名 を用い、 オープ レイ の妹の婚約者の地位を抜け

目 な く 手に入れて いた． 狂人 と みな さ れ、 維に も信 じて も ら えない絶望か ら 瀕死の状態に陥っ

たオープ レイ は、 後見人に一切 を語っ て 聞かせる． 彼 ら が妹の も と に駆けつ け る と ルス グン卿

はお らず、 彼女は既に事切れていた．

ポ ジ ド リ がそ の影響を受 け た 『グー グ：Iレ』 と の親和性を}llj に して も 、 『 ヴァ ンパイ ア』 は

当初、 パイ ロ ンの作 と して世間 に認知 さ れ る 運命に あ っ た。 こ の物語を掲載 した 『ニ ュ ー ・ 7

23 最初は匿名 の ま ま 出版 されてお り 、 メ ア リ ーの名 前が明 ら かにな っ たのは 1 83 1 年の第 3 版か ら で
あ る . {P ix) 
24 これは後 に 『マゼ ッパ （Mazeppa） 』 （ 1 8 1 9） と い う パイ ロ ンの持に補遣 と して掲輸される0 (P viii) 
25 こ の名前は 『グ レナー ヴオ ン （Glenarvon） 』 （ 1 8 1 6） に錠扱す る グ レナー グオ ン卿 こ と ク ラ レ ン ス ・
ド ・ ルス グンから と られている． こ の小説はパイ ロ ンの前楽であ る キ ヤ ロ ラ イ ン ・ ラ ムに よ っ て 、 パ

イ ロ ンを事関散する意図を持って脅かれた ものである. Cf. Mulvey-Roberts, Marie: The Handbook of the 
Gothic. 2nd Edition. New York 2009, p. 75. 
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ン ス リ ー ・ マ ガ ジ ン』 の経営者へ ン リ ー ・ コ ルパーンは 自 身の雑誌の売 り 上げに悩み、 ま た ラ

イ パfレであ っ た 『ブラ ッ ク ウ ッ ズ ・ マ ガ ジ ン』 の成功に然 り を抱いていた。 彼はそのため 1 8 1 9

年 4 月 号の雑誌 ー 寄 し く も 4 .Fl I 日 に刊行 さ れて い る ー で 『 ヴァ ンパイ ア』 をパイ ロ ンの

手 に な る も の と して大々 的に宣伝 した。 物語は好評 を博 し 、 世間の グァ ンパイ プ に対す る 熱狂

を呼び起 こ しただけでな く 、 雑誌の経営 を軌道に乗せた。 当 然、 ポ リ ド リ は抗議 し 、 翌 2 日 に

は コ ルパー ンに、 3 日 に は 『モ］ニ ン グ ・ ク ロ ニ ク ル』 の編集長ペ リ ー に手紙をi去っ て い る 。

こ れ は コ ルパー ン例｜の勝手な行為 を告発す る た めであ っ た。 コ ルパー ンは次号にポ リ ド り か ら

の手紙を掲殺 し、 彼 lこ小説の対価を払 う と い う こ と で合意 したが、 全額を支払わなかっ た ど こ

ろ か、 前号に掲載 さ れていた、 高tj編集長のア ラ リ ッ ク ・ ワ ッ ツ に よ る ポ リ ド リ の権利 を広めか

す但 し役き ま で削除 した。 パイ ロ ン も き っ ぱ り と 自 作であ る こ と を否定 して い る に も かかわ ら

ず、 結果 と し てポ リ ド リ は詐欺師 と し て の レ ッ テノレを鮎 られる羽 田 に な る。 26 一方で 『 ヴ ァ ン

パイ ア』 は 1 8 1 9 年の う ち に仏 ・ 独訳が出版 さ れただけでな く 、 27 原容は向年に 5 版を重ね る ほ

どの大成功 を収めた。 以上が、 『 グァ ンパイ ア』 干IJ行前後の経緯 と な る。

2・2. ホ フ マ ンの 『 グァ ン ピ リ ス ム ス』 分析

ホ フ マ ンが 『 ヴァ ン ピ リ ス ム ス』 を 執筆 し た の は晩年の 1 82 1 年の こ と であ り 、 前述 した よ う

に、 これは 『ゼ ラ ー ピオン問人集』 と い う ホ フ マ ンの同人作品集のflH 巻に収め られて い る 話

で あ る 。 こ の 間人集は六人の人物 ー チ ュ プ リ ア ー ン、 ロ ータ ル、 オ ト マーfレ、 ジル ヴェ ス タ

ー、 テーオ ドーア 、 ヴイ ンチ ェ ン ツ ー が集 ま り を OH\· 、て互いに持ち若干っ た穏を聞かせ る と い

う 枠物語形式にな っ て い る が、 チュ プ リ アー ンの語る挿話の一つが 『 ヴ ァ ン ピ リ ス ム ス』 なの

である。 『ゼ ラ ー ピオン同人集』 に 収 め ら れた他の作品 と 異な り 、 ホ フ マ ン 自 身は こ の物語に

タ イ ト ルをつけて いない。 「 ヴァ ン ピ リ ス ム ス J と い う タ イ ト ノレは編集者に よ っ て 1 9 1 2 年の版

か ら つ け られた も のであ る0 28 ま た 、 こ の作品 は 『ゼ ラ ー ピオ ン同人集』 以前に発表 された も

のではな く 、 こ の 同人裁 を編纂する 際に同時に執筆 さ れた も ので あ る。

以下に あ らす じ を紹介 してお し 父親が死んで遺産を相続 し た ヒ ュ ポ リ ー ト は、 父 の知人で

あ る と い う 男 爵夫人 と そ の娘ア ウ レー リ エの訪問を受 け る。 夫人はす ヒ ュ ポ リ ー ト の父親か ら

冷遇 さ れた こ と を訴え、 償いを求め る 。 彼女は説明 のつかない嫌悪惑 を ヒ ュ ポ リ ー トに催 さ せ

る が 、 美 し い娘 の た め に彼は二人の滞在を許可する。 そ の と き 夫人が持病の硬直性主主鎗にかか

る が 、 回復 した後、 彼女は今 ま での こ と を1燦消 し にする と 約束する。 滞在中の夫人の振る舞い

に不審な点が見 られなかっ たため、 彼女が夜な夜な墓地 に赴 く と い う 使用人の話を開いて も 、

26 Cf. Macdonald, pp. 1 80f. 
21 Vgl. Stunn I Volker, S. 550f. 

28 全tf.tの注釈 （H 1 633） を参照。
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ヒ ュ ポ リ ー ト はそれが偏見だ と 自 ら に言い向かせる。 そ の う ち彼は娘 と 腿懇にな り 、 婚干しの 日

も 間近 と い う と き に夫人が急逝する。 夫人の死後、 ア ク レー リ エの様子がおか し く な り 、 心配

に な っ て悩み を打ち明 け る よ う に促 した ヒ ュ ポ リ ー ト は、 彼女か ら過去の話を聞 か さ れ る 。 か

つてあ る 都市で夫人 と 共に若手 ら し て いた ア ウ レー リ エの も と に、 一人の 「見知 ら ぬ男 j が突然

混れた。 彼は本名 を ウー リ アーン と いい、 二人の面倒 を 見 て く れたが、 犯罪者であ る こ と が発

覚 し、 逮捕 さ れ る 。 そ う して経済基盤を失 っ た夫人 と ア ウ レー リ エは、 犯罪者 と の交流 と い う

ス キ ャ ン ダノレ も あ り 、 二人でそ の都市を去 らねばな ら な く な っ た と い う 。 こ の穏を して以来、

ア ウ レー リ エ はますます痩せ表えて い っ た。 医者は これを妊娠の兆候だ と みな し、 それについ

て様々 な話をする が、 ア ウ レー リ エ が唯一反応 を示 したのは、 夫の肉 に過剰な欲求を示す褒の

話であ っ た。 医者の話を 聞 いて以降、 ア ウ レー リ エ の外見はかつての夫人の よ う に醜悪にな る。

ま た 肉 に嫌悪感を見せ、 何も ロ に しな く な っ た。 あ る 日 、 夜に屋敷を抜 け 出すア ウ レー リ エの

後 を追 っ た ヒ ュ ポ リ ー ト は、 彼女が基で死体を食べて い る 場面を 目 敏する。 翌 日 に な っ て問い

た だす と 、 ア ウ レー リ エ は狂っ た よ う に ヒ ュ ポ リ ー ト に噛みついた。 彼が姿 を殴 り 倒す と 、 彼

女は＠畿を起 こ して死んで し ま う 。 それを 見た ヒ ュ ポ リ ー ト が狂気に陥 っ た と こ ろで物語は幕

を 閉 じ る 。

こ の あ らす じを見て も わか る よ う に 、 『 グァ ン ピ リ ス ムス』 に は確かに一般的 に想起 される

グ ァ ンパイ ア が霊場 し な い。 男爵夫人 と ア ウ レー リ エは生き た人間であ り 、 ヒ ュ ポ リ ー ト は夫

人を I蹴 く ＊＇fifflっ た死体J (H 1 1 22） の よ う に感 じ る が 、 彼女が実際に生け る屍であ る か ど う か

は明 ら かにな ら な い。 ま た 、 夫人は墓地に向 か う と こ ろ を 自 修 さ れる と はいえ、 死体を食べる

描写が あ る のは娘のみで ある。 さ ら に 、 ア ウ レー リ エ は血を吸 う ヴァ ンパイ アではな く 、 死体

を食べる 「腐肉P食 ら い （Nekrophagie) J 29 で しかない。

こ の人 肉 を食べる 女性の話は、 一 つ に は ヨ ハ ン ・ ク リ ス テ ィ ア ン ・ ラ イ ノレの 同時代の医学論

文に由来す る と さ れる• JO 以下にその一節を引用する．

も っ と 恐ろ しいのは、 ラ ンゲ ンが、 あ る女性について行っ た観察か らの事例である。 彼女

は妊娠中 に失の 肉への あ ま り に抗いがたい欲求を抱いたため、 夫を殺 し 、 長期間楽 し め る

よ う に彼の肉の一部を底漬けに した。 JI

こ の記述は作中 に登場す る 医者の穏を想起 させる。

29  Amold-dc Simine, S. 129. 
30 BarkhotT, S. 82. 
31 Reil, Johann Christian: Rhapsodieen iiber die Amre11，仰11g der psychisch則 。，rmethode a11f 
Geisles:em/l/1111ge11. Amsterdam 1 968, S. 394f. 
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「 しか し」 と 彼 〔医者〕 は言っ た。 fかな り 異常な欲望の例 も あ っ て 、 そ う し た欲望のせ

いで女性が凄惨な行動 を起 こ して し ま う こ と も あ る のです。 あ る 鍛冶患の姿は失の 肉 に 対

し て そ の よ う な抗いが た い欲求を抱 き 、 心の休ま る こ と が あ り ませんで した。 そ の結果、

酔っ 払っ て帰っ て き た夫に大 き なナイ フ で、 姿本人 も 思いがけずに腿いかかっ たのて’す。

彼女が残酷な ま で にずたずた に 引 き 裂いたた め 、 夫は数時間 も し ない う ちに怠、を 引 き 取っ

た の です。 J (H 1 1 3 1 )  

ま た 、 こ の 「腐肉n食 ら いj は 『千夜一夜物語』 に霊場する 「 グーノレ （Ghul) J 32 に も 由 来する と

さ れている。 33 『千夜一夜物語』 は 1 8 世紀初頭に ア ン ト ワ ー ヌ ・ ガ ラ ンに よ っ て フ ラ ン ス 箔に

訳 さ れて以来、 ヨ ー ロ ッ パに多大な影響を及ぼ した。 1 8 i.!t紀末ま でに数知れないオ リ エ ン ト の

物語が翻訳 さ れ、 『千夜一夜物怨』 は幻想文学 を 諮 く 際の規範に も な っ た。 34 そ こ に登場す る

グールはア ウ レー リ エ と 似通 っ てお り 、 ホ フ マ ンが素材を拝借 した可能性は 当 時の番評 で も 指

摘 さ れて い る。 3S

しか し 、 オ リ エ ン ト の要務は 『 ヴ ァ ン ピ リ ス ム ス』 に限 らず、 ポ リ ド リ の 『 ヴ ァ ンパイ ア』

に も 見 られる。 例 え ばそれはイ ヤ ンテ の描写に確認する こ と がで き る。

彼 〔オープ レイ ］ が泊 ま っ た同 じ家に は、 たいそ う がHfilで優美な娘が いた。 あま り に美 し

く 、 マ ホ メ ッ ト の楽図にお け る 低者た ち の約束 さ れた希望を、 キ ャ ンパス に拙 こ う と 望む

商家に と っ て は、 そのモデル と な っ ただろ う と い う ほ どだっ た 〔…］。 （P 8) 

32 ア ｝デルングやカ ンべな ど、 同時代の�fill'には fグーノレJ の項 目 が存夜 し ないため、 当 時の一般的
理解が ど う い う も のだっ たかは不明であ る。 メ ノレ ！、 ンに よ る説明 は以下のi湿 り だが、 あ く ま で も 現代
の視点に立脚 している。 「 グールi土ア ラ ビア の民rm伝示に源を持ち、 頗繁に ヴァ ンパイ ア と IMlifilづけ ら
れる 、 伝統の あ る 怪物である。 それは 『千夜一夜物jl!f』 に登場 し、 ア ラ ビア神話の粉盤、 ジンのfil\1庭
的な側而を代表する。 グーJレは惑の近 く に｛主み、 人を主題い、 その死体を食べ る 。 J Cf. Melton, p. 29 1 .  
33 Vgl. Barkhoff, S.  80. ま た 、 封長の注釈 （H 1634） も 参照． 具体的には 作夜一夜物話』 の シディ ・
ヌ ウ マ ンの物;mに 由 来する と さ れる。 ヌ ウ マ ンは主か ら－jj'Jiの他府をひ ど く 扱 っ て い る.llJlci:l を1111かれ、
過去を語 り 始め る ． 彼にはかつて美 しい姿がいたが、 彼女は一切食事を と ら なかっ たo 不思議に思っ
た後が夜に抜け 出す誕の後をつ け る と 、 彼女は�filで死体を食べて いた。 翌朝、 ヌ ウマ ンが;/.I!｛こll日い
ただす と 彼は犬に変 え られ、 言誌を追い出 さ れて し ま う 。 彼は人間の頭脳を用いて賢い犬 と して生活 し、
拾われた店の名物になる。 あ る 日 、 一人の女性がヌ ウ マ ンの1£｛•本を見抜き 、 家にill!れ帰る 。 そ し て魔
女であ る 娘に彼を人rmに戻さ せる。 娘はヌ ウ マ ンの姿を知ってお り 、 その正体は怒い魔女だ と 告げる．
姿を懲 ら し め る た めの呪文を教え られたヌ ウマ ンは、 ヨEを馬に変えて しま う 。 そ して彼は仕返 しにIii�
mにlln を与えている と い う 内容で あ る 。 『パー ト ン！仮 千夜一夜物語 8』 （大場lE史 訳） 河l封書房 1967
�f-、 325～334 頁参！札
34 Vgl. Polaschegg, Andrea: Orientalismus. In: Brittnacher I May, S. 549-553, hicr S. 55 1 .  
J S  Vgl. Anonymus: Hoffmann, E. F. A. [sic], di巴 Serapionsbiilder. 4cr Bd. In: Heidelb四宮·er Jahrbiicher der 
literat11r 1 4. Jah弔問g. 12. Hell ( 1 82 1 ), S. 1 1 84・88, hier S. I 1 86. 
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ま た 、 Jレス ヴン卿の死後、 そ の持ち物を確認する 際 に も オ リ エ ン ト がそ の顔を覗かせ る 。

他の も の にま じ っ て、 い く つか武器の入っ た箱が あ っ た。 それは攻験の ため の も ので、 多

かれ少なかれ、 そ の武器の犠牲者 と な る人間の死を確実にする の に適 し た も のだった。 絡

にはい く つかの短剣 と ア タ ガ ンがあ っ た。 （P 16) 

「ア タ ガ ン （Ataghan) J と は ト ノレコ で使用 さ れ て いた短剣であ り 、 金銀の装飾が施 さ れた靴、に

収め られる も ので、 バイ ロ ンの 『ダー グエ／レ』 や 『異教徒 （羽1e Giaour） 』 （ 1 8 1 3) 36 に も主主場 し

て い る。 37

しか し 、 オ リ エ ン ト 要素だけでは 『 グァ ン ピ リ ス ム ス』 がポ り ド リ の影響を被っ て い る こ と

の紅友にはな ら ない。 先穫 も 述べた よ う に 、 『千夜一夜物語』 な どのオ リ エ ン ト 由 来の紫材 自

体は、 当 時それほ ど珍 し い も のではない。 そ こ で重要に な る の が ア ウ レー リ エの回想に登場す

る 「見知 ら ぬ男J である． 驚 く べき こ と に、 どの先行研究で も ほ と ん ど触れ られていないが、

彼は本編の約三分の ー を 占 め る ア ク レー リ Zの回想に のみ笠場す る 人物であ り 、 『 ヴ ァ ンパイ

ア』 に登場す るルス ヴン卿 と 極めて近い存在であ る 。 「見知 ら ぬ男j はア ウ レー リ エ に言い寄

り 、 拒絶 さ れ、 最終的 に は犯罪者であ る こ と が判明する。 つま り 、 彼は ヴァ ンパイ アではな く

一人の人間で しかな いのだが、 その描写にはノレス ヴン瓜iを忍わせる と こ ろ が あ る のである。 以

下の引用 で二人の共通点を確認す る が 、 まずは 「見知 ら ぬ男」 か ら 見てい く 。

その見知 ら ぬ男 は恐 ら く 40 歳ほ どであったが、 それに も かかわ らず、 と て も快活で若々

しい見た 目 を してお り 、 姿態 も非常に美 し く 、 顔は美男 のそれ と いっ て も よ か っ た。 に も

かかわ らず、 彼はア ウ レ－ !J エ を不快に （widrig) さ せた。 なぜな ら 、 彼が優雅な礼儀作

法を無理に こ なそ う と して も 、 それが し ば し ば不器用 で、 低俗かっ野卑にな っ たか ら だっ

た。 彼がア ウ レー リ エ を じ ろ じろ観察する よ う にな り 始め る と 、 その視線は彼女を不気味

な恐ろ し さ で （mit unheimlichcm Graucn） 満たす ど こ ろか、 ア ウ レー リ エ に は理由 の説明

でき ない嫌悪 （Abschcu） で満たすの だっ た。 （日 1 1 26) 

以前は屋根裏に住み、 みすぼ ら しい服 と 粗末な食べ物でなん と かやっ て いたが、 今では彼

女 〔男 爵夫人〕 は街で一番美 しい地域の感 じのよ い地区に移 り 住み、 き ら びやかなmを手

に入れ、 食事の席に毎 日 やっ て く る 見知 ら ぬ男 と 豪勢に飲み食い し、 嘗都が提供する あ ら

36 こ の 作品 も ヴァ ンパイ ア を縁っ た も ので、 赦免のfilみ も な く 、 血縁の女性の血を吸 う 悲速にあ る 、
永逃に さ ま よ い続け る 呪いを受けた人物を描いた も のである0 C f.  Mulvey-Roberts, p. 254. 

37 テ ク ス ト の注釈 （P 25 1 ,  258） を参！！？..
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ゆ る 公的な娯楽の場に も 出席す る よ う になった。 （I-I 1 1 25) 

男爵夫人がいかがわ し い手段で、 あの下劣な犯罪者 〔見知 ら ぬ男 〕 にE目 さ れて い る と い う

こ と で、 首都では彼女が と て も気の�に思われて い る と い う 話をア ウ レー リ エは知 っ た。

(H 1 1 29) 

次 にJレス ヴン卿の描写を確認す る．

ど う や ら 、 人 々 の軽薄な笑いは彼 〔Jレス ヴン卿〕 の注意を 引 く のみであ っ て 、 彼はち ら り

と 見ただけでそれを抑え、 思I位分)Jlfの ない人々 の胸に恐怖 （fear） を与え る よ う だっ た。

こ う し た畏れ （awe） を感 じた人々 はそれが ど こ か ら く る も のか説明 でき なかっ た （…）.

(P 3)  

彼 〔ルス ヴン卿〕 の顔は、 激僚 と い う 強い感情や、 内気ゆえの赤面に よ っ て も 温かみの あ

る色を示 し た こ と が ないが、 その死人 めいた色合い に も かかわ ら ず、 71手や輪郭は美 しかっ

た。 それで多 く の懇名 苅 き 女性が彼の注窓を 引 こ う と 試みた。 ［…〕 しか し、 一般的な大

人の女性が彼の 白 を引 かなかっ たか ら と い っ て 、 彼が女性に興味を持たな い と い う わ け で

はなかっ た。 彼は貞淑な人棄や無垢な娘に対 しては明 ら かな興味を持っ て 話 し て いた 〔…〕。

(P 3f.) 

〔…〕 彼 〔ルス ヴン卿〕 は 自 分の喜びをま慢すた め に 、 彼の犠牲者 一 つま り 彼の犯罪の共

犯者 ー が純粋な徳の頂点か ら 怒評 と 堕落の底の底へ と 投げ溶 と さ れ る こ と を求めた の

であ る。 要する に、 恐 ら く はその徳の た め に彼が求めた あ ら ゆ る 女性は、 彼が去 っ た 後 に

仮面 を投げ捨て、 自 分た ちの悪徳の歪 さ を公共の 目 に さ らすこ と を餓践 し なかっ たの であ

る。 （P 7)

こ の 二人 を 見比べ る と 、 ま る で互い の鏡像の よ う で はな いだろ う か。 共に美 し く 、 得体が知れ

ず、 女性を堕洛 さ せ る 存在 と して形容 さ れている。 も っ と も 、 f見知 ら ぬ男j は 『嫌悪」 を、

／レス ヴン卿は 「恐怖j や 「畏れj を 与 え る と い う 遣いはあ る 。 ま た、 前述 し た よ う に 「見知 ら

ぬ男 j はただの人間であ り 、 ヴァ ンパイ ア であ るルス ヴ ン卿 と は異な る 。 そ こ に 『 ヴァ ン ピ リ

ス ム ス』 を執筆 し た ホ フ 7 ンの意図が見え隠れ して い る のだが 、 それについては後に触れ る 回

そ の前にまず 「 見知 ら ぬ男 」 と 男 爵失人の関係を分析す る 。 作中 で気にかかる の は ア ウ レー

リ ヱの父親の存在が希薄な こ と であ る 。 確かに、 彼女の図忽の 冒頭では、 父親 ら し き 人物 につ
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いて の言及が見 られるのだが、 そ こ では意味深長な説明 が な さ れている。 ア ウ レー リ ヱの回想

は一人の男性の死か ら始ま る。

〔…〕 長い机の上には男 が大の字に な っ て横たわっ ていた。 彼は よ く ア ウ レー リ エ と 遊ん

だ り 、 砂糖族子を食べ させて く れた り した人で、 彼女はそのY:l をパパ と 呼んでいた。 （H

1125) 

世話係の女は彼女 〔ア ク レー リ エ〕 を見知 ら ぬ家にi!l£れて い っ た。 そ こ で彼女は長い こ と

待っ たが、 ついに一人の女性が現れて 、 彼女を馬車に乗せて一緒に去っ た。 それが彼女の

母だ っ た。 （Ebd.)

テ ク ス ト では あ く ま で f彼女はそ の男 をパパ と 呼んでいたj と b 、 う 説明だけがな さ れ、 夫人の

よ う に 「それが彼女の母だっ たJ と い う 直接的な言い方は さ れていない。 し か も 、 夫人は男性

の死までア ウ レー リ エ と 共に若手 ら してお らず、 男性の死に対す る 夫人の反応は一切記 さ れてい

ないのであ る 。 ま た、 以下の文章 も 注 目 に値する。

ア ウ レー リ ニにがお よ そ 1 6 放にな ろ う と い う と き に、 一人の9} 〔見知 ら ぬ男〕 が男爵夫人

の も と に現れた． 夫人は喜び、 信 じ さ っ た様子で彼を受 け入れた。 ま る で古い愛人 である

かの よ う に。 （Ebd.)

男 爵夫人 と 「見知 ら ぬ男j が 、 実際に普か ら男 女の関係に あ っ たか ど う かは明言 さ れない。 し

か し、 パパ と 呼ばれていた男性の死に対す る 夫人の淡 白 な態度 と 照 ら し合わせて考 え る と 、 そ

う し た推測が全く の邪推であ る と も 思えない。 そ して 最 も 気にかか る の は 「見知 らぬ男J の次

の発言で あ る 。 『見知 ら ぬ男 」 の振る 舞い に耐えかねて 、 彼の不在中 に逃げ出そ う と したア ウ

レー リ エは、 玄官邸 に飛び込んできた夫人 と 出 く わず。 夫人は怒 り 狂っ た 「見知 ら ぬ男 J に追わ

れて い る が、 そ こ で彼は夫人に対 して次の よ う な台詞 を ロ にする。

そ し て彼女 〔男 爵夫人〕 のすく’後か ら 見知 らぬ男 がやっ て き て 、 耳をつん ざ く よ う な 叫び

を放った。 f待て 、 邪悪なサ タ ン、 地獄の魔女め、 お前の結婚披露宴の仕返 し を 、 お前に

してやる ！ J (H 1 127) 

こ の 「お前の結婚彼露宴 （dein Hochzeitmahl) J と は一体何を指 してい る の だろ う 由、 夫人 と f見

知 ら ぬ男 J の結締式の こ と だろ う か。 こ こ でも ホ フ マ ンは何も説明 してお ら ず、 真相 は協 の 中
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であ る。 こ の発言が彼 ら の婚姻関係 を示唆する も の で あ る と い う 推測は、 はた して行き 過 ぎで

あ ろ う か。 礁かに 「見知 ら ぬ男 j がア ウ レー リ エの歓心をひこ う と し て い る だけでは な く 、 男

爵夫人 自 身 も f彼lま気に入っ たかい ？ J (H 1 1 26） と 娘に若手ね、 彼女を 『見知 らぬ努j にあて が

お う と し て は い る 。 し か し 、 仮に f見知 ら ぬ男」 と 男 爵夫人が結均 し てお り 、 ア ウ レー リ エが

二人の娘で あ る と 仮定す る と 、 次の事柄に も説明がつ く のであ る 。

物語の冒頭で男 爵夫人は持病の 「硬直性痘機38 (StarrkrampO J （日 1 122） に かかる。 こ の病気

も グ ァ ンパイ ア と は深い関わ り を持 っ て い る が 、 それは棺の 中 で 目 覚め 、 甚・を さ ま よ い歩 く 人

聞が、 蘇る不死者、 ヴァ ンパイ ア と 重な る か ら であ る 。 硬直性痘畿に よ っ て仮死状態に な っ た

人聞が生 き た ま ま埋葬 さ れ、 忠、を吹き 返 し た彼 ら が惑か ら 抜 け 出す と い う 事件は、 蘇る 死者言

説、 ひいて は ヴァ ンパイ ア言説の流布 と 深 く 結びついて い る 。 39 こ の硬箆性主主鍛に関 し て 、 回

想の終盤で男 民失人がア ウ レー リ エ に以下の よ う な言・3認を 叩 き つけ る。

〔…〕 男 爵夫人は地獄の炎 を 目 に宿 し、 耳 を つ ん ざ く よ う な声で叫んだ。 「おi狗は君、の不

幸だよ、 忌まわ し く て放い よ う のない奴め。 死が禁早 く 私をひっ さ ら っ て い く よ う な こ と

になれば、 夢見る よ う な幸福の 中 でお前は復讐 さ れ る んだ。 私はおl狗を産むのに硯砥fi.t窓

畿にかかる 羽 憶 に な っ た け ど、 それにはサタ ンの策絡が あ る んだ よ 。 J (l-1 1 129f.) 

こ の f サ タ ンの策略 （die List des Satans) J と い う 言葉が と り わけ重要であ る。 なぜな ら 、 これ

は 『 見知 ら ぬ男 j の本名 I ウ ー リ ア ｝ ン （Urian) J と 密接な 関係を持つか ら であ る。 激昂 した

「見知 ら ぬ男 」 が夫人に演いかかる 場而でア ウ レー リ エは助 け を 呼ぴ、 警察に よ っ て彼はill!捕

される。 そ こ で初めて 「見知 ら ぬ男 J の名前が明 ら かに な る のだが、 1 9 il1:紀初頭に出版 さ れた

ア ーデルン グやカ ンベの静香で Urian を 引 いて み る と 、 実 に興味深い説明 が な さ れて い る。 40

lS ホ フマ ンにおけ る r!llrn立性絞殺 と い う と メ ス メ リ ス ム ス が想起 されるが、 ホ フマ ンf'f,I'/, におけ る メ ス
メ リ ス ム ス と ヴァ ンパイ ア ・ モチーフの関係性を扱 っ た研究は、 管見のl限 り 存在 しない。 も っ と も 、
ヴ ァ ンパイ ア を メ ス メ リ ス ム ス 、 あ る いl土骨i
BarkholT; l、�eumeyer.， 日arald： 恥1achttecl】『iologie des Unb巴℃NI』Bier、. Zu Hypr】osc und Vampirismus i『n 1 9. 
Jahrhundert. In: Begemann I Herrmann I Neumeyer, S. 99- 1 2 1 ;  Scholl, Krafi: Vampirismus in der 
Medizingeschichte. In: Begemann I Herrmann I Neumeyer, S. 35-49. 

39 li.9!ill仕鐙殺に よ る仮死状態か ら 、 誤っ て生き た ま ま埋葬 さ れ る と い う 事例は 当 時か ら ねi告 されてお
り 、 こ の症状はエ ドガー ・ ア ラ ン ・ ポーの 『早寸ぎた宅Jl�＼！ (1l1e Premature Burial) 』 （ 1 844） な どの文
学作品の題材 と して も使用 さ れている。 種村、 88-91 頁参照。 ま た 、 興味深い こ と に、 こ う した生き
なが ら の思採に対する 恐怖か ら 、 1 9 悦
がついた術が発明 さ れ、 あ る 程度の市場 を 築 き 上げて い る. Vgl. Rickels, Laurence Arthur: Warum 
Vampirismus? Die Darstellung oder Bestattung des Anderen vom Phantasma bis zum Film. In: Shichiji,  
Yoshinori (Hg.): /11temalio11aler Ger111a11isle11-Ko11g1ψ ill あわ・·o. Sektio11 1. Theorie der Alterittll. MUnchen 1 99 1 ,  
S .  1 57-1 66, hier S .  I 60f. 
40 Vgl. Adelung, Johann Christoph: Gra111atiscl1-kritisches 11'匂r／町田·b11c/1 der Hochde111sche11 Af1111dart, mit 
b目的1diger I告rgleicl11111gder r'ibrige11 M1111dar1e11, beso11ders aber der Oberde11tsche11. 4 Bdc. 2. verm. und verb. 
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こ の名 前は敬称の I-leπ をつけて 「元絞め いた腐 り 雷策の一種 と して （als eine Art eines scherzhaficn 

Schimpfwortcs） 』 使われる こ と が あ る が、 その他に あ ま り 関わ り た く ない相手を意味す る雷築 と

し て も使われ、 ま た 「怒魔の隠れた呼ぴ名 （ci『IC v巴路tccktc Ben巴nnung des Tcufels) J でも あ る と

さ れてい る。

つま り 、 男爵夫人が 自 ら の出産を 「サ タ ンの策略J で あ る と 説明 して い る こ と と 、 「見知 ら

ぬ男J の本名 が悪魔を指す名 前 であ る こ と を考慮する と 、 夫人が 「見知 ら ぬ男J と の聞 に ア ウ

レー リ エ を も う けた と い う 解釈が可能 に な る 。 ヒ ュ ポ リ ー ト と の結婚 と い う 「夢見 る よ う な幸

福の 中J で 「復讐 さ れJ たア ウ レー リ エは、 日寺を越えた 「見知 ら ぬ男」 の呪いに よ っ て 「腐肉

喰 ら いJ と 化 して し ま っ た と 考 え られないだろ う か。 そ う であれば、 男爵夫人 自 身に は f筋肉

喰 ら いj の描写が ない こ と に も額ける。

こ の よ う に、 ポ リ ド リ のJレス ヴン綱、 あ る い は グァ ンパイ ア を想起 さ せ る よ う な特徴や、 超

自 然的姿5認 を示唆する 特徴を付加 しておき なが ら 、 最終的にホ フ マ ンは 「見知 ら ぬ男 」 を人間

と して描いている。 注意せねばな ら ないが、 ホ フ マ ンは血を吸 う 不死者 と して グァ ンパイ ア を

定義 してお り 、 次に引用する枠物語の会話で も言及 し て い る 。 では、 ヴ ァ ンパイ ア を知 っ て い

た に も かかわ らず、 なぜ彼は 『見知 ら ぬ男j を人間 と して誕く 必要が あ っ たのだろ う か。 そ し

て なぜ、 グールを物穏の題材に使用 しただけでな く 、 ア ウ レー リ エ と い う 生 き た人間 と し て登

場 さ せた の だ ろ う か。 そ の鎚jを解 く 手がか り と な る のが枠物語におけ る ゼ ラ ー ピオン会員 た ち

の会話で あ る。 彼 ら の会話・ではパイ ロ ン、 すなわち ポ リ ド リ の 『 ヴァ ンパイ ア』 を読んだ こ と

が ない と い う 点が強制 さ れている。

しか し と り わけ注 目 に値す る のは、 と ジル ヴェ ス タ ーが言葉を継いだ。 僕の間違いでな

ければ、 ウ ォ ノレタ ー ・ ス コ ッ ト と 同時代に出てき たイ ギ リ ス の詩人 だが 、 彼が全く 逃 う

方向で、 偉大な索附 ら しい業務I を あ げ て い る と い う こ と だ． バイ ロ ン卿の こ と だよ 〔…〕。

彼の 『 コ リ ン ト の包囲』 41 は実に生き 生 き と したイ メ ー ジ と 天才的な考えに1前 ち た傑作

だ。 陰吉宮な も の （Dilstcr[es］） 、 いやそれ ど こ ろ か恐 ろ し い も の （Grauenhafi[ es］） 、 戦傑

させ る も の （Entse凶ich[cs］） への傾向がパイ ロ ン卿に は支配的 ら しいが、 彼の 『 ヴァ ンパ

Ausg. Lcibzig J 793・ 180 1 . 2. Nachdr. Hi ldesheim / Zurich / New York 1990: Bd. 4, Art. ,,Urian＂’ Sp; 9?2; Campc, 
Joachim Heinrich: WiMerbuch ゐr de11/sche11 Sprache. S Bdc. Braunschwcig 1 807-1 8 1 1 .  Hg. v. Heinrich Henne. 
Hi ldesheim I New York J 969f., Bd. 5, Art. ”Urian", S. 247. ま た、 ゲーテ の 『フ ァ ウ ス ト 第一宮ll』 に あ る 際
女の コ ー ラ ス において も 、 「上におわすは ウー リ アー ン殿 （He町 Urian sitzt obcn auO 」 と 、 こ の名 前が
使用 されている。 Vgl. GocU1c, Johann Wolfgang von: F<仰sl. Der Tragodie. Ers/er Tei/. Stuttgart 1 957, S. 120. 
4 1 ズュ ッ タ リ ン に よ れば、 ジル グェ ス タ ーに よ る 『 コ リ ン ト の包凶』 への言及はゲーテの 『 コ リ ン ト
の花嫁』 を示唆 し て い る 。 ま た 、 グーテ 自 身 も 日 記で 『 コ リ ン ト の花嫁』 を ヴァ ンパイ ア についての
待だ と 述ベている． へル7 ンの＂§＂では、 こ の f コ リ ン ト j と い う ljifi!Hま 『 コ リ ン ト の花嫁』 と い う グ
ァ ンパイ ア作品 を迎忽ずる よ う に、 fu'c者を繰る も のである。 Vgl. SUttcrlin, S. 1 89; Hemnann, S. 15 1 .  
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イ ア』 を僕は今 ま で読 も う と 思わなかっ た。 だっ て グァ ンパイ ア と い う 観念だけで も 、 佼ー

がそれを正 し く 理解 して いた ら だが、 背筋 も 凍 る ほ どの身震い （eiskaltド可 Schauer） を起

こ し て し ま う か ら ね。 僕の知 る 限 り 、 ヴ ァ ンパイ ア と い う の はつま り 、 生者の血を吸 う

生 け る 死者以外の何者で も な い んだ。 42 (H 1 1 1 5) 

静かに、 静かに、 と ヴイ ンチェ ン ツ が叫んだ。 〔…〕 と い う わけで始め て く れ、 我がチ ュ

プ リ アーヌ ス 、 陰惨に （dOster） 、 身の毛が よ だつ よ う に （schrccklich） 、 それ ど こ ろ か戦

傑 さ せる よ う に （cntsctzl ich） ね。 倹l立パイ ロ ンの 『 ヴァ ンパイ ア』 を読んだ こ と はな い

け ど。 （I-I 1 1 1 9) 

こ れ ら の 『 ヴ ァ ンパイ ア』 か ら 距離を と る 身ぶ り は、 明 ら かにホ フ マ ンが意図 を持っ て行 っ た

こ と であ る。 そ して次の発言か ら は、 『 グァ ン ピ リ ス ム ス 』 におけ る ホ フ マ ンの創作に対す る 考

えが読み取れる．

［ … 〕 グ ァ ン ピ リ ス ム ス は ひ ど く 恐 ろ し い 観念 の ー っ と し て （als cine dcr furchtbar 

grnuenhafiesten Idccn） 現れる 、 いやそれ ど こ ろ か、 こ の観念の 中 のひ ど く 恐ろ し い も の

(das furchtbar gi司ucnhartc） が戦探 さ せ る も の （Entsctzlich[cs J） 、 ぞっ と す る ほ ど忌ま わ し

い も の （scheufllich Wider、.vlirtig[csJ） に悪化 してい く んだ。 (H 1 1 1 7) 

こ の ジルヴェ ス タ ーの発言を受 けてチ ュ プ リ アー ンが以下の よ う に返す。

に も かかわ らず、 そ う し た観念か ら 紫材が生まれる こ と も あ る ［…］ 。 ま さ に作家の 、 正

しい詩的感覚は、 恐ろ しい も の （das Graucnhafic） が忌ま わ しい も の （Widerw!irtig［吋） や

吐き 気を他 さ せ る も の （Ekelhaft[esJ） に感化する こ と を 防 ぐだろ う 。 しか し向時に、 そ の

恐 ろ し い も のが大抵の場合、 我々 の感情に最低限の効果す ら 引 き 起 こ さ ない ほ ど に馬鹿

42 こ こ でホ フ マ ンは、 ヴァ ンパイ ア を f生者の血を吸 う 生け る 死者j であ る と 明般に定義 し て い る が 、
これは当 時の一般的な ヴァ ンパイ アllPoAt. と 異な っ て いた可能性があ る 。 当時の ヴァ ンパイ ア ・ イ メ ー
ジl土現在の も の と 災な る た め 、 グールが グァ ンパイ ア の一極 と みな さ れていた と も 考え ら れ る か ら で
あ る。 アーデルン グの静設に は 『 ヴァ ンパイ アj の項 目 が掲ii世 されてお り 、 それに よ る と 、 グァ ンパ

イ ア と は 「長き にわた り 自 ら の 14•を吸 う か紛むかす る 死体J を指す。 Vgl. Adelung, Sp. 975. アーデル
ン グ と 『 ヴァ ン ピ リ ス ム ス』 には 20 年近いl協た り が ある ものの、 当 時の一般的な グァ ンパイ ア理解は

米だにナーハ ツ エ ー ラ ーの色合いが濃 く 、 死体を食べ る グーJレ と 自 分のH•を可Iiむ ヴァ ンパイ ア のイ メ
ー ジがmな っ て いた と い う 推測は可能であ る。 よ っ て 、 批将家シュ ヴエ ン ク が 『 ヴァ ン ピ リ ス ムス』

を 「 ヴァ ンパイ ア物a&1 と 呼んだのは、 グールに由来す る ア ウ レー リ エが係閣 と も 考 え られる が、 そ
う した 当 時の一般的見解 と は異な り 、 ホ フ マ ンはグーノレ と ヴァ ンパイ ア を 区別 していたの だ と 思われ

る。
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げて 見える こ と も 防いで く れ る だろ う 。 (Ebd.) 

こ の箇所を端的に言い換え る と 、 腕の いい作家は読者に適切 な恐怖を与 え る と い う こ と で あ る ．

適切な恐怖 と い う のは、 「忌ま わ しい も のj に悪化す る 寸前の恐怖を指す。 なぜな ら 、 それが 「忌

ま わ しい も のj に な り さ が る と 、 読者に全 く 影響を も た ら さ な いか ら であ る 。 こ の発言が 『 グ

ァ ン ピ リ ス ムス』 の語 り 手チ ュ プ リ ア ー ン に よ る も の であ る こ と も 、 充分に念頭に偉いておか

な く てはな ら ない。 ま た 、 ホ フ マ ンは こ のチュ プ リ アーンの諮 り の 後 、 ま た チ ュ プ リ ア ー ンが

『 グ ァ ン ピ リ ス ム ス』 を諮 り 終え た後で、 ロ ー タ Jレに次の よ う に言わ し め て い る。

タ ラ イ ス ト の 『 ロ カfレノ の女乞食』 は少な く と も 倹 〔 ロ ー タ ル〕 に と っ て は、 こ の世に存

在 し う る も の の 中 で も 最 も 戦傑 さ せ る も の （das Entsetzlichste） を 内 に宿 し て い る 〔…〕 。

しか し、 と て も カ 強 く 作用 している のは、 全体の奇跡的な彩色だね ｛…〕。 彼は慈か ら グ

ァ ンパイ アを蘇 らせる必要はなかっ た。 年老いた女乞食で充分だっ た ん だ。 (H I I  1 8f.) 

君の物街 〔『 グァ ン ピ リ ス ムス』〕 に比べれば ヴ ァ ン ピ リ ス ムス なんて児戯に等 し いね、 死

ぬほ ど滑稽 な 謝 肉 祭j炉l だ よ 。 いや 、 こ の物語の何 も か も が 、 そ・ っ と す る ほ ど 面 白 い

(scheulllich interessant） 〔…〕。 （H 1 1 34) 

こ れ ら の情報 を監理 してみる と 、 ゼ ラ ー ピオン会員 ご と に 、 概念規定に多少の差異が あ る と し

て も 、 f忌ま わ しい も のj や 「吐き気を催 さ せ る も の 」 は否定的 に、 「恐 ろ しい も の」 は肯定的

に 、 fljぬ傑 さ せる も の J は否定的だが、 ク ラ イ ス ト に関 しては肯定的に提え られて い る と 考え ら

れる。

ホ フ マ ンの詩学か らすれば、 ポ リ ド リ の 『 ヴァ ンパイ ア』 は明 ら かに否定的な要務 省と含むも

の であ り 、 読者に影響を及ぼ さ な い f忌ま わ しい も のJ に悪化 して し ま っ て いる。 Jレス ヴン痢I

と 巡 っ て 、 「見知 ら ぬ男 」 がア ウ レー リ エ を 「不気味な恐怖で （mil unhcimlichcn Graucn) J 満た

す ど こ ろか、 「嫌悪 （Abschcu) J で満たす と 縮写 さ れてい る の に は、 こ う した浬由 が あ っ たので

あ る 。 ホ フマ ンに と っ て 、 グ ァ ンパイ ア は恐怖物語にお け る 否定的な要務で しかな く 、 「『心地

よ さ 』 を基－綱 と する J 43 ゼ ラ ー ピオン原理 と は折 り 合わない。 だか ら こ そ、 先行研究で述べ ら

れて い る よ う に、 『 ヴァ ン ピ リ ス ム ス 』 に は ヴァ ンパイ ア が単に登場 し な いのではな く 、 ホ フ マ

ンはポ リ ド リ の 『 ヴ ァ ンパイ ア』 に対す る 応答 と 郷織の意味 も 込 め て 、 ノレス ヴン卿 を ク ー リ ア

ー ン と して人同化 し 、 嫌悪を抱かせる 存在 と して益場 さ せたのである。

43 亀井、 184 頁参照。
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ま た 、 ホ フ マ ンは ク ラ イ ス ト を鍛えつつ、 ロ ー タ ルの台詞を介 し て 、 名 作家の手にかかれば

グ ァ ンパイ ア な ど使用 し な く と も 、 読者に恐怖 を与え る こ と が可能であ る と 灰めか し てい る。

言 う ま で も な く 、 その際、 恐怖は 「忌ま わ しい も のJ に悪化す る こ と な く 与え ら れな く て はな

ら ない。 それゆ え に 、 ク ラ イ ス ト の絡にな ら い、 ホ フ マ ンはア ウ レー リ エや男爵夫人 と い う 生

身の人間 を物語の 中心にすえたのであ る。 ア ウ レー リ エは回想を始め る 直前、 f死んだ母が惑か

ら蘇 り 、 愛する 人の脆か ら 自 分を深ilillへ と さ ら っ てい く J (H 1 1 25） 予感に襲われて い る こ と を

ヒ ュ ポ リ ー ト に打ち明 け る。 こ う した明 ら かな ヴァ ンパイ ア ・ イ メ ー ジ を ホ フ マ ンが投影 して

い る に も かかわ らず、 男 爵夫人は死者の よ う な外見を持つ生者で しかない。 こ の事実は、 ルス

グ ン卿の投影であ る 『 見知 ら ぬ男j と は別の形で、 男爵夫人 も 人開化 さ れた ヴァ ンパイ ア と し

て拙かれて い る こ と を意味 しないだろ う か。 母 と は巡っ て 、 ア ウ レー リ エの造形は碗かに グー

ルに着怨を得て い る のか も しれないが、 結局の と こ ろ彼女 も fJT;Ji肉H食 ら いJ の人間で しかない。

作 中 に 医者の科学的な話を挿入 し て い る 点 か ら も 、 バルク ホ フ が指摘 し て い る よ う に、 叫 ホ フ

マ ンはア ウ レー リ エ の行!fv1を 自 然法則 に；m っ た も の と し て 、 読者に受 け取っ て も ら お う と した

の だ と 思われる。 ｛ グァ ンパイ ア の人間化〉 と （生身の人間の使用〉 、 こ のこつの手法を駆使 し

つつ、 自 ら の詩学に沿 う 形で、 ホ フ マ ンはポ リ ド リ の ヴァ ンパイ ア物語を 消化 したのであ る。

3 . 結論 ー ホ フ マ ンの試み

以上の分析か ら 、 ホ フ マ ンの 『 グァ ン ピ リ ス ム ス』 はポ リ ド リ の 『 ヴ ァ ンパイ ア』 に対する

詩学的な応答である と みなす こ と が で き る。 た だ、 こ の ホ フ マ ンの意図は正 し く 理解 さ れた と

は奮いがたb 、。 数少 な い 当 時の批訴 も あ ま り 芳 し く な い も のだっ た。 シュ ヴエ ン ク は 1 823 年

の 『へ／レメ ス』 紙で、 械やfl的 ・ 肉体的な嫌悪感 を根絶する よ う 努め る べ き であ る と い う テ ィ ー

ク の範 を ホ フ マ ンが忘れて い る と 述べ、 あ ら ゆ る も の を消化 し 、 そ こ か ら 栄養 を 引 き だせる

fゼ ラ ー ピオ ン信奉者 （Serapiontiker} J に と っ て は こ の物2吾も ま ずまずの 出来なの だろ う と 抑
撤 した。 4S ま た、 『ハイ デ／レベル ク 文学年報』 の批評家は 1 82 1 年に、 ヴァ ン ピ リ ス ム ス を背後

に追いやっ たのはその凄惨な物語であ り 、 そのために 『千夜一夜物語』 が役立っ たのだろ う と

残 して い る 。 46 後者の批評lま ヴァ ンパイ ア を後来に設置 した と い う 点では的 を射て い る が 、 そ

れを あ く ま で も否定的に しか受け取 っ てお らず、 やは り 『 ヴァ ン ピ リ ス ム スJ の狙いがそ こ に

あ っ た と い う こ と は理解 さ れて いない。 ホ フ マ ンが 「忌ま わ し い も のJ に悪化 し な い よ う な恐

怖物語で あ る と 判断 して世に送 り 出 し た こ の作品は、 当 時既にその よ う な評価を下 さ れる こ と

に な っ た。 纏めっき は f ヴァ ン ピ リ ス ム ス j と い う タ イ ト ルであ る。 前述 し た よ う に ホ フ マ ン

44 Vgl. BarkholT. S. 84. 
4S Vgl. Schwenck, S. 125. 
46 V gl. Anonymus, S. I I  86f. 
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は こ の物語に タ イ ト ル を つ け てお らず、 科物語では怒 り 手チ ュ プ リ ア ー ン に よ っ て 『 あ る 議惨

な物語 （eine gr凶liche Geschichte) J （日 1 1 1 9） と だけ呼ばれて いる。 そ して 191 2 年にな っ てか ら

編集者に よ っ て こ の タ イ ト ルがつ け ら れた． つま り 、 既にプラ ム ・ ス ト ーヵ ーの 『 ド ラ キ ュ ラ 』

に世間が魅了 さ れて しま っ た時代、 現代的な グ ァ ンパイ ア ・ イ メ ー ジが箆延 し始めた時代に、

f グァ ン ピ ジ ス ム ス 」 と い う ヴァ ンパイ ア も の を想起 させる タ イ ト ルが与 え られて い る のであ

る ．

こ う した命名 に よ っ て、 ポ リ ド ジ か ら の決.iJIJの象徴 と な る はずだっ た こ の物語は、 Jレス グン

卿lか ら ド ラ キ ュ ラ へ と 受 け継がれる 新 しい グァ ンパイ ア ・ イ メ ージに、 最終的には同化 し て し

ま う 。 しか し、 ホ フ マ ンが タ イ トルをつけなかった、 あ る いは グァ ンパイ ア を想起 さ せる タ イ

ト ルをつ けなかっ た と い う 事実は、 看過 さ れてはな ら な い． ホ フ マ ンは グ ァ ンパイ ア を人間化

し 、 f腐肉喰 ら いJ の人聞 を 中 心にすえ る こ と で、 当 時、 世間 を熱狂 させた グァ ンパイ ア と 扶を

分かち 、 ポ リ ド 日 よ り 優れた恐怖物語を生み出 してみせ よ う と した。 そ う した試みに向 けた彼

の気概は、 ロ ータ ルの 「ぞっ と する ほ ど面 白 いj と い う 寸静か ら も 読み取る こ と がで き ょ う 。
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Das Vampir-Thema in der ersten Halfte des 1 9. Jahrhunderts 
- Polidoris Einfluss aufE. T. A. Ho飴nann -

MORIGUCHI Daichi 

Das Wort ”Vampir“ erinnert uns meist an einen schonen aristokratischen Verfiihrer, der 

kein Sonnenlicht vertragt und sich vom Blut seiner Opfer ernilhrt. Dieses bekannte Bi ld ist 

aber erst in der ersten Hiilfte des 1 9. Jahrhunderts entstanden, inspiriert vor allem <lurch die 

erfolgreiche Novelle η1e 陥mpyre von John Pohdori . Bis dahtn wurzelte der Vampirglaube in 

den Volkserziihlungen insbesondere Osteuropas, in denen unter besonderen Umstl!nden 

Verstorben巴 im Grab keine Ruhe finden, iihnl ich den Zombies der Neuen Welt. Die heute 

weit verbreitete Vorstel lung von Vampiren ist also vergleichsweise jung. 

Das berechtigt zu der Frage, was wir eigentlich unter einem ”Vampir“ ve陀tehen wollen. 

Laut Clemens Ruthner ko 1zentrieren sich die Definitionen im Al lgemeinen auf einen Punkt: 

Der Vampir ist ein zwischen Leben und Tod existierender ”Un-Toter", der die Lebenden 

befiil lt, um ihr Blut auszusaugen . Doch waren Vampire keineswegs immer Blutsauger, wie 

z. B. die J、lachzehrer“ der Pestzeiten, deren Bi ld sich im Laufe der Geschichte immer wieder 

veranderte. Zumindest kann man aber den Vampir als einen Verstorbenen charakterisieren, 

der au f irgendeine Weise die Lebenden schiidigt, wie bereits Josef Klapper feststellte. Fiir die 

Verfestigung der zuvor veriinderlichen Vampir-Vorstellungen bildet Polidoris Vampir, Lord 

Ruthven, sozusagen einen Wendepunkt. In diesem Sinne kann man sagen, dass 刀1e 陥mpyre

sowohl historisch als auch l iterarisch von gr1む自ter Bedeutung war. 

Nicht nur die englische Literatur, sondern auch die deutsche k巴nnt Vampir・Gestalten,

WO命r Goethes Brau! von Korinth (1 797) als frilhes Beispiel dienen kann. Im 1 9. Jahrhundert 

hat sich auch E. T. A. Ho節nann in einer Geschichte der Serapionsbriider ( 1 8 1 9・ 1 82 1 )

diesem Thema zugewandt, die einer der iiltesten deutschen Prosatexte Uber einen Vampir ist 

und daher im Mittelpunkt dieser Abhandlung steht. Bisher ist dieser Text in der Forschung 

kaum beachtet worden. Zudem fokussieren nur wenige Abhandlungen auf seinen 

Zusammenhang mit Pol idoris The Vampyre, obwohl diese Novelle starken Einfluss auf 
Hoffmanns Zeitgenossen hatte und sogar im Rahmengespriich der Serapionsbriider erwiihnt 
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wird. 

Es wurde oft behauptet, dass eigentlich kein Vampir im Zentrum von Hoffmanns 

Erzillllung stUnde, sondern eine nekrophagische Lebende namens Aurelie. Richtet man jedoch 

das Augenmerk auf die Figur des ,,Fr明11den“， so ist diese Auffassung nicht richtig. Dieser 

Fremde hat durchaus einige Gemeinsamkeiten mit Lord Ruthven, deren Analyse zu einem 

besseren Verstandnis von Ho飴nanns Poetologie beitragen kann. Im Vergleich zu Polidoris 

Lord Ruthven vermenschlicht Hoffmann seinen Vampir absichtl ich und liisst ihn als einen 

Fremden auftreten. In  der Rahmenerziihlung spricht Cyprian, der Er叫hler der Geschichte, 

Uber den ”richtige[n] poetische[n] Takt des Dichters", der es verhindern miisse, <lass ,,das 

Grauenhafte [ . . .  ] ins Widerwiirtige und Ekelhafte“ ausa巾. Das ,,Grauenhafte“ kann einen 

positiven literarischen E民kt haben, wiihrend dぉ ”Widerw加ige“， das fiir den 

Serapionsbruder Sylvester im Vm百pir-Thema enthalten ist, abstol3end wirkt. Daher wollte 

Hoffmann seine Vampir-Figur nicht in der iiblichen Weise gestalten. 

Obwohl Hoffinanns Fremder wie Lord Ruthven ein schoner unheimlicher Verflihrer ist, 

der Aurelie zunachst mit Abscheu erfiil lt, verursacht er im Gegensatz zu Ruthven bei anderen 

Menschen keine Ge俗hie von ,,fear“ oder ,,awe", um gemal3 der Poetologie Hoffi11anns dぉ

,,Widerw誌はige“ zu vermeiden. Kurz gesagt ist Hoffmanns Vampir-Geschichte eine 

gewissermal3en scherzhafte poetologische Antwort auf Polidoris The 陥mpyre, in der eine 

nekrophagische Lebende die Hauptfigur ist, wiihrend der Vampir nur als vermenschlichte 

Gestalt auftritt. 
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